
　

日
本
銀
行
は
、
日
本
で
た
だ
一
つ
の

中
央
銀
行
で
す
。
中
央
銀
行
の
仕
事
を

一
口
で
言
う
と
、世
の
中
の
人
々
が
「
お

か
ね
」
を
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。本
日
は
、日
本
銀

行
の
歴
史
を
通
し
て
中
央
銀
行
の
役
割

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
の
は

一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
年
）
で
す
（
写

真
１
）。
現
在
の
日
本
銀
行
は
、
東
京

の
日
本
橋
本
石
町
に
あ
り
ま
す
が
、
開

業
の
と
き
は
日
本
橋
箱
崎
町
の
永
代
橋

の
袂

た
も
と
に
あ
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。
開

業
当
時
の
組
織
は
五
局
一
三
課
、
総
人

員
は
五
五
名
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
銀
行
が
で
き
る
前
、

例
え
ば
江
戸
時
代
に
は
、
ど
う
い
う
お

か
ね
が
使
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
ず
現
金
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

の
は
、
金
貨
（
小
判
な
ど
）、
銀
貨
（
丁

銀
、
豆
板
銀
）、
銭
貨
（
銅
貨
な
ど
）、

そ
し
て
地
方
で
は
、
多
く
の
藩
が
藩
札

と
い
う
紙
幣
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
か
ね
が
流
通

し
て
い
ま
し
た
。

　

小
判
（
金
貨
）
は
一
枚
が
一
両
で
し

た
。
丁
銀
（
銀
貨
）
は
匁

も
ん
めと
い
う
重
さ

の
単
位
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
銭

貨
は
一
枚
が
一
文も

ん

で
し
た
。
そ
し
て
、

現
代
に
お
い
て
円
と
ド
ル
の
相
場
が

日
々
変
動
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
日

本
の
国
の
中
で
流
通
し
て
い
る
金
貨
、

銀
貨
、
銭
貨
と
い
っ
た
お
か
ね
の
間
の

相
場
は
日
々
変
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
お
か
ね

と
違
う
種
類
の
お
か
ね
を
使
い
た
い
人

は
、
両
替
商
へ
行
っ
て
そ
の
日
の
相
場

で
両
替
を
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

両
替
商
は
、
現
金
の
両
替
と
と
も
に
、

商
人
な
ど
か
ら
お
か
ね
を
預
か
る
預
金

業
務
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
代
で
は

民
間
銀
行
が
行
っ
て
い
る
仕
事
を
両
替

 

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
企
画
役　

鎮
目
雅
人

二
〇
〇
九
年
十
一
月
一
日
（
日
）、
日
本
銀
行
本
店
に
お
い
て
、
日
本
銀
行
の

歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
市
民
講
座
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は

そ
の
講
演
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
本
銀
行
が

設
立
さ
れ
る
ま
で

日
本
銀
行
の
歴
史
か
ら
み
た

中
央
銀
行
の
役
割

上

写真１「本行営業免状」（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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商
が
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
も
っ
と

も
、
江
戸
時
代
に
は
中
央
銀
行
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
両
替
商

た
ち
は
お
互
い
に
預
金
口
座
を
持
ち
合

っ
て
、
自
分
た
ち
の
仲
間
う
ち
で
決
済

を
し
て
い
ま
し
た
。
両
替
商
た
ち
が
預

金
を
利
用
し
た
決
済
シ
ス
テ
ム
を
運
営

し
て
い
た
の
で
す
（
コ
ラ
ム
「
決
済
の

仕
組
み
」
参
照
）。

　

明
治
維
新
後
、
新
政
府
は
近
代
化
政

策
の
一
環
と
し
て
、
通
貨
制
度
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
一
八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
に
、

自
ら
お
札
（
政
府
紙
幣
）
を
発
行
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
金
貨
の
単

位
で
あ
る
「
両
」
建
て
で
し
た
。
一
八

七
一
年
（
明
治
四
年
）
に
は
新
貨
条
例

と
い
う
法
律
を
作
り
、
こ
の
と
き
初
め

て
「
円
」
と
い
う
お
か
ね
の
単
位
を
導

入
し
、
円
建
て
の
金
貨
、
銀
貨
、
そ
し

て
お
札
（
新
紙
幣
）
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）

に
は
国
立
銀
行
と
い
う
制
度
を
作
り
ま

し
た
。
国
立
銀
行
は
民
間
の
銀
行
で
す

が
、
国
か
ら
お
札
を
発
行
す
る
権
限
を

与
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
立
銀
行
が

お
札
（
国
立
銀
行
券
）
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
制
度
に
倣な

ら

っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
国
立
銀
行
は
全
部
で

一
五
三
行
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
に
西
南

戦
争
が
起
こ
る
と
、
政
府
は
戦
費
調
達

の
た
め
に
自
ら
紙
幣
を
増
発
し
た
り
、

国
立
銀
行
か
ら
国
立
銀
行
券
を
借
り
て

支
払
い
に
充
て
た
り
し
た
た
め
、
お
札

の
信
用
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
金
貨
や

銀
貨
の
価
格
と
お
札
の
価
格
が
乖か

い

離り

し

ま
し
た
。
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
年
）

に
は
、
銀
貨
の
一
円
と
交
換
す
る
の
に

お
札
が
一
円
八
〇
銭
必
要
で
し
た
。

　

日
本
銀
行
設
立
の
前
年
、
一
八
八
一

年
（
明
治
十
四
年
）
に
ど
の
よ
う
な
種

類
の
お
か
ね
が
日
本
で
流
通
し
て
い
た

か
を
み
て
み
ま
す
と
（
表
１
）
金
属
の

お
か
ね
が
四
二
〇
〇
万
円
で
、
お
札
が

一
億
五
三
〇
〇
万
円
と
、
お
札
の
流
通

量
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、

金
属
の
お
か
ね
の
中
で
は
金
貨
が

一
四
〇
〇
万
円
、
銀
貨
が
一
七
〇
〇
万

円
、
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
か
ら
使
わ
れ

て
き
た
銭
貨
も
流
通
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
大
蔵
卿
（
現
在
の
財
務
大
臣
）

を
務
め
て
い
た
松
方
正
義
は
、
日
本
銀

行
設
立
の
趣
旨
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
ま
す
。

　

 

中
央
銀
行
を
創
立
す
る
理
由
は
金
融

の
流
れ
を
円
滑
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
一
国
の
経
済
の
中
で
金
融
が
果

た
す
役
割
は
、
あ
た
か
も
人
間
の
体

の
中
を
血
液
が
循
環
し
て
手
足
の
動

き
を
助
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

中
央
銀
行
は
経
済
に
お
か
ね
と
い
う

血
液
を
送
る
心
臓
の
よ
う
な
存
在
で

あ
る
。

　

日
本
銀
行
は
一
八
八
二
年
（
明
治

十
五
年
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
設

立
当
初
の
日
本
銀
行
は
お
札
を
発
行
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
銀
貨
、
金
貨
と

い
っ
た
金
属
の
お
か
ね
と
お
札
の
価
値

が
乖
離
し
て
い
て
、
そ
う
い
う
と
き
に

お
札
を
発
行
し
て
も
信
用
さ
れ
な
い
だ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の

写真２「永代橋際日本銀行の雪」
（井上安治【画】、日本銀行金融研
究所貨幣博物館所蔵）

　　 合　計 195百万円
金属貨幣 　　　 42百万円

金貨 14百万円
銀貨 17百万円 
銅貨 11百万円

紙幣 153百万円 
政府紙幣 118百万円 
国立銀行紙幣 34百万円

（注）四捨五入の関係で合計が合わない箇所がある。
（出所）大蔵省編「明治 30年幣制改革始末概要」 

表 1 1881（明治14）年末の貨幣流通量の内訳 

設
立
直
後
の
日
本
銀
行
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こ
ろ
の
日
本
銀
行
が
行
っ
た
重
要
な
仕

事
は
、
お
札
の
価
値
が
安
定
す
る
ま
で

の
間
、
流
通
量
が
多
す
ぎ
た
お
札
を
回

収
す
る
こ
と
で
し
た
（
写
真
３
）。
開

業
三
年
後
の
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八

年
）、
お
札
の
価
値
が
安
定
し
て
、
一

円
の
お
札
が
一
円
の
銀
貨
と
同
じ
価
値

で
交
換
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
と
き
に

初
め
て
銀
行
券
を
発
行
し
ま
し
た
（
写

真
４
）。
こ
れ
は
兌だ

換か
ん

銀
券
と
い
っ
て
、

一
定
量
の
銀
と
交
換
す
る
こ
と
を
約
束

し
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
制
度
を
銀

本
位
制
と
言
い
ま
す
。

　

銀
行
券
の
発
行
と
並
ぶ
日
本
銀
行
の

大
事
な
仕
事
と
し
て
、
国
内
の
決
済
シ

ス
テ
ム
の
整
備
、
拡
充
が
あ
り
ま
す
。

設
立
当
初
の
日
本
銀
行
に
は
、
本
店
と

大
阪
支
店
の
二
つ
し
か
店
舗
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
民
間
銀
行

と
コ
ル
レ
ス
契
約
と
い
う
一
種
の
預
金

取
引
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
全
国

の
金
融
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
一
八
九
〇
年
ご
ろ
に
は
、
日
本
銀

行
は
民
間
銀
行
と
の
間
で
一
五
〇
件
程

度
の
コ
ル
レ
ス
契
約
を
結
ん
で
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
一
八
九
〇
年
代
か
ら
は
、

地
方
の
拠
点
を
拡
充
し
、
一
九
〇
〇
年

ご
ろ
ま
で
に
七
道
府
県
に
一
〇
の
拠
点

を
設
け
ま
す
（
写
真
５
）。
こ
う
し
て

日
本
銀
行
は
、
銀
行
の
銀
行
と
し
て
民

間
銀
行
か
ら
預
金
を
預
か
り
、
ま
た
貸

し
出
し
を
行
い
な
が
ら
、
全
国
の
金
融

に
関
与
す
る
度
合
い
を
高
め
、
日
本
経

済
に
お
か
ね
と
い
う
血
液
を
送
り
出
す

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
年
）
に

は
、
日
本
橋
本
石
町
に
本
店
の
新
築
移

転
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
６
）。

　

そ
の
翌
年
、
一
八
九
七
年
に
日
本
は

銀
本
位
制
か
ら
金
本
位
制
に
移
行
し
ま

す
。
金
本
位
制
と
は
、
国
内
の
お
か
ね

の
価
値
を
一
定
量
の
金
と
結
び
付
け
る

制
度
で
、
こ
の
と
き
か
ら
日
本
銀
行
券

は
、
一
定
量
の
金
と
交
換
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
や

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
世
界
の
主
な
国
々

は
金
本
位
制
を
採
用
し
て
お
り
、
日
本

が
金
本
位
制
を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
日
本
経
済
と
海
外
と
の
結
び
付
き
は

さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

一
九
世
紀
の
末
ご
ろ
ま
で
に
、
日
本
に

お
け
る
近
代
的
な
通
貨
制
度
が
ほ
ぼ
完

成
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
次
号
へ
続
く
）

＊ 

こ
こ
に
示
さ
れ
た
意
見
は
執
筆
者
に
属
し
、
必
ず
し

も
日
本
銀
行
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

写真 6「日本銀行落成之図」（篠原清興【画】、日本銀行金融研究所貨幣博物館所蔵）

写真 4「日本銀行兌換銀券旧十円券（大黒札）」（日本銀行金融研究所
貨幣博物館所蔵）

写真３「国立銀行紙幣消却ニ関スル命令書」（大蔵卿松方正義、
日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 5「九州支店設置ノ議」（1893＜明治26＞年、日本銀行金融研究所
アーカイブ所蔵）
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図１ 現金の発行・流通

現金の
入金

現金の
引き出し

商品

現金払い

中央銀行

売り手
Aさん

民間銀行 民間銀行

買い手
Bさん

現金の
入金

現金の
引き出し

中央銀行

売り手
Aさん

民間銀行 民間銀行

買い手
Bさん

図２ 決済（預金）システムの運営

預金口座へ
の入金

預金口座
振替の依頼

預金口座振替

商品

中央銀行

民間
銀行 1

民間
銀行 4

民間
銀行 3

民間
銀行 2

図３ 商品とおかねの流れ（例）

生産者

卸売
業者

小売
業者

消費者預金口
座振替

預金口
座振替

現金
払い

もの（商品）の流れ
おかね（通貨）の流れ

　一口に「おかね」といってもいろいろな種類があります。

すぐに思い浮かべるのは、目に見えるおかね、お札や硬貨

という現金です。日本銀行はお札（日本銀行券）を発行し、

お札や硬貨が全国どこにおいてもきちんと使えるようにし

ています。

　ところで世の中では、目に見えるおかねばかりが使われ

ているわけではありません。さまざまな場面で、現金をや

りとりするのではなく、銀行預金を使った決済が行われて

います。例えば、会社同士で資金をやりとりするときや、

個人でも家や車といった高額の買い物をするときには、い

ちいち現金を使って決済するのは手間もかかりますし、運

搬している途中で事故に遭ったりすると大変ですので、お

かねを支払う人の口座から受け取る人の口座に預金の残高

を移すことによって取引が行われています。こうした決済

の仕組み（決済システム）が効率的で安全なものであるよ

うにするのも中央銀行の仕事です。

　図１をご覧ください。ＡさんがＢさんに物を売り、買い

手であるＢさんは、Ａさんに現金で代金を支払います。も

し手元に現金がなかったら、Ｂさんは自分が預金口座を持っ

ている民間銀行へ行き、自分の口座から現金を引き出して、

それでＡさんに代金を支払います。

　民間銀行は日本銀行に預金口座を持っていて、必要に応

じて日本銀行から現金を引き出してきて、窓口での支払い

に備えたり、ＡＴＭの機械に入れておきます。Ｂさんが支

払った現金は、元をたどれば日本銀行の窓口から民間銀行

を通じて世の中に出て行ったものということができます。

　ところで、Ｂさんから現金を受け取ったＡさんは、当分

この現金を使う予定がないので、民間銀行に預金したとし

ます。預金を受け入れた銀行では、自分の手元に置いてお

く分以外は自分が預金口座を持っている日本銀行に入金し

ます。こうして、日本銀行の窓口を出た現金は、再び日本

銀行の窓口に戻ってきます。

　次に、預金口座を使った決済についてみてみましょう（図

２）。例えばＢさんがＡさんから車を買ったとします。Ｂさ

んは、自分が預金口座を持っている銀行（取引先銀行）へ行っ

て、Ａさんの取引先銀行の口座に代金を振り込むように依

頼します。両方の銀行は日本銀行に預金口座を持っており、

Ｂさんの取引先銀行は、自分が日本銀行に持っている預金

口座から預金の残高を引き落として、その金額をＡさんの

取引先銀行が日本銀行に持っている預金口座に入金します。

Ａさんが取引先銀行に持っている預金口座にその金額が入

金されて、Ａさんのおかねになります。目に見えないので

すが、預金というかたちのおかねが民間銀行、日本銀行の

口座を通じて動いていることになります（注）。

　みなさんがコンビニエンス・ストアに行って、缶コーヒー

を買うとします。コンビニエンス・ストアの店長さんは、

その缶コーヒーを卸売業者から仕入れ、卸売業者はその缶

コーヒーをメーカーから買うとします。この場合、メーカー

→卸売業者→コンビニエンス・ストア→消費者と、商品が

作られてから消費者の手に入るまでの間に四者の間で売買

が行われていることになります。

　みなさんがコンビニエンス・ストアで缶コーヒーの代金

として支払う100円玉は民間銀行にある預金から下ろして

きたおかねで、コンビニエンス・ストアの店長さんは一日

の売り上げがたまると、それを民間銀行に持って行って自

分の預金口座に入れるとします。ここでは現金が動いてい

ます。一方で、例えばコンビニエンス・ストアと卸売業者

とか、卸売業者とメーカーとの間では、現金ではなくて預

金口座で決済がされるのが普通です（図３）。

　このように、商品が動く裏側で目に見えるおかね（現金）

や目に見えないおかね（預金）が、世の中をぐるぐると回り、

日々取引が行われて経済が成り立っているわけです。この

とき中央銀行の姿は表には見えないのですが、世の中にお

かねがきちんと出回っていくように、さまざまな役割を果

たしています。

（注 ）手形交換所や銀行間のシステム等を通じて民間銀行がお互いのお
かねのやりとりを相殺する仕組みもありますが、その場合でも最終
的な決済は日本銀行の預金を通じて行われています。　　　
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